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に つ い て の 一 考 察
福 井 三 奈 子
'序
AmiとAmilounの 物語 は 中世紀 に於 て広 くヨーロ ッパ に流布 してい
エ
た と言 わ れるfolk-taleの`TwoBrothers'がその基 となってい る。 こ
の物語 は聖徒 伝 として纏 め られた もの と,AmisとAmilounの友情の理
2
想 の姿を ロ々 ンテ ィツ クに歌い上げ たもの とがある。二人の主人公 を聖徒
として扱 うhagiographicversionsは多 く現存す るが,romanticversions
として現 在残 ってい る稿本 は ラテ ン語 のもの,中 世 フランス語 のもの,中
世英語の もの,ア ングロ ・ノルマ ンの ものな どで,7篇 である。 この中 で
ヨ
1200年頃 書かれたAnglo-Normanversio且と,1330年頃 と推定 されてい
るMiddleEnglishversionは物語 の構 成が密接 に類似 してい る。 その
理 由はこの二つ が,現 在 は残 っていないが1200年よ り以前 に書 かれた,多
分 アングロ ・ノルマ シの 「ア ミとアミロン」物語 を共 通の原典 とした らし
4
い事 に よる。
MEversionはANversionの,つま りはadaptationであ り・ こ
の二つの ス トー リーは酷 似 してい るのであ るが,ANのAmiseAmilun
が当時プ ラン タジネッ トモ家の人 々を中心に生活 していた イギ リスに於け5
る上流 階級 を主 として読者,聴 衆 として書かれて あるのに対 し,MEの
Amisand・9milounは14世紀 庶民の 間で流行 した 大衆向 きの12-line,
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tail‐rhymeの語 り物 であ ったか ら,読 者,聴 衆の階層のちがいに よる所 の
それぞれの姫 み の違 いは物語 の性格 的な差 異 となって判然 と現 わ れ て い
:32
る。翻訳に近い とは言 えMEはANの ロマンスを当時の イギ リス 大 衆 の
好みに合 う様 に作 り替 えてあ る。ANversionに は当然 の事 乍 らイギ リ
スに王 朝を築 き上げた人 々が祖7か ら彼 等の言語 と共 にイギ リスへ持 ち込
んだ フランス風 のespritが盗れてい.るし,MEversionにはイギ リスの
大衆が先祖 か ら受け継いだ アングロ ・サ クソンの精神が流れてい る。然 し
MEのAmis・andAmilounはアングロ 免サク ソンのOEの 世界か ら は
最早脱皮 した ものであ る。 そしてOEと は異質 の世界か らの影響 を受 け乍
ら14世紀 のイギ リスに生れて来てい る。此 のANとMEの 「ア ミとア ミロ
ン」物語 を並 べて考察 すると,ノ ルマ ン王 朝確立 以来移入 されて来た フ ラ
ン ス風眉 マン スをイギ リス人 大衆 は時 を経 て どの様 に吸収 し,彼 等 の妊み
に 合わせて取捨選択 を行 い乍 ら 自国のものへ と消 化・して行 っ.たかその 過程
の一端 を明 ら.かにす る事 が出来 るのではな.いか と思 われる。即 ち此等 を比
較 す ると,フ ランス好 み及 びイギリス野 みの筋 の運びや表現の差異 な どが
明 瞭に浮 かび上 って来 る。全時 に又,フ ランスの ロマ ンスの影響 に よる所
の,従 来 の イギ リスの英雄 譚の伝統.にはな かった雰 囲気をMEの 物語,に窮
・い知 ゐ事が出来 るのであ る。AmisとAmi,lounとい う二人の主 人公 のた
ぐ い稀 な友情 の描写 において,又 ロマンスとい うg..enreの中で クローズァ
ップ されて来た 女性の描写において,,An,gloNormanのAmiseん〃・∫伽
が・大 衆向 きの:MEのAmisandん π晦 伽 へ と変貌 をとげ る様子 を,
ANとMEを 対照 して調 べてゆきたい。厳 しい試練 を経 ても,全 くゆ るが

















.天白目の身であるから友の身替 りになってやろ うと申し出る。二人は衣 服 を変
えてAmilounは決闘に臨むが誰も身替 りとは気付かない。Amilounにな り
すましたAmisは友の領地へ赴 き,Amilounの帰国を待つ間・白刃 の剣 を毎
.









てやつれ衰えてAmisの領地へ辿着 く。Amisにはこの醜い癩病の乞 食 が彼
の無二の友とは思いも寄らぬ。AmisとAmilounの二人だけが所持している
筈の友愛のしるしの金の酒杯を癩病やみの乞食が持っている所からAmisはて












主に し,AmisとAmilounlま共々その後 しあわせに暮す。 二八は全じ日に亡
くなり全 じ墓に葬られた。
ANの 作品は1250行,ロ マンスの定形のoctosyllabiccoupletで書 か
れて ある。MEは2508行 で14世紀に流行 しな12行のtail‐rhymestanza
の形 を取 ってい る。iambicfour-stresscoupletでANと比べて詩 行が
長 い。長 いの は物語の経過 を順序立 てて説明す る意向 で,ANに は見 られ
なy,passageをつけ加 えた りromanceclicheの紋 切 り型成句 を補足 に
使 って説明 を重複 させ た りレてい るため であ る。
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さてANもMEも 共 に ロマンスであ るが,此 等 は純粋な ロマン ・ク,ルト
　ヨ
ワとは言 えない。宮廷風恋愛物語で は当然男女間の恋愛 に重 点がおかれ る
がこの作品 はAmisとAmilounの友情 が問題 となって いる。それは広 く
heroicageに共通 す るもの ・ふの友 情で あって,MEで はゲルマ ン的 な ア
ングロ ・サ クソンの武将 の世界 に於け る社会倫理 に基 いた友情 の解釈 がな
され てい る。癩病にな ったAmilounを見捨てずに まこ とを尽 すOwaines
はMEに 関 しては`hissostersone'(1.1628)である。我 々は此処 でた だち
　ら
}こゲ・レ㌣ 民族 に古 くか ら伝 わってし・る,舛 トスの言 う所 の ・omit・t・S
の関係 を思い浮 かべ る。 ベオ ウル フをた"一 人最后迄見捨てぬ ウィー ラー
フの ことなど も。Comitatusは主 と従の縦の 関係だけに成立つ ので はな
く主君 に忠誠 を誓い合 った家臣達 の間 にも成立 した。AmisとAmiloun
の関係が それで ある。一度友情の誓 を立て た暁はその約束 を全 うす る事 こ
そ もののふの誉,と い うアングロ ・サ クソンの美僖 の観念 を民族 の精神 に.
受縟 いで 来てい るMEの 作者 はANのAmisとAmilunの 友情物 譖 を
自国語 に訳す時 これを彼等 の精神 的な伝統 の上 から親 しく理 解出来 るもの
と して解釈 した事 であろ う。
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ゲルマ ン民族 の色彩 の濃い ノルマンデ ィに於 ても このcomitatusの関
ユ　
係 はAnglo-Saxonの武士達 の社会 と同質 の もの が存在 した様 子 である。
一人 の主 に仕 え る従者達の間 で誓約を交 した関係 をcompagnonage'とか
amistieとか呼んで,こ れは1対1の 特別 な友情 関係 であった。Amise
Amilunの中に この特 別な友情 を現 わす言葉`amistee'(r.127)が出て来
る。それ は悪だ くみ を以て言い寄 るsenescalの友情 をAmisが 断わ る場
面 である。 この様 にAnglo-Normanの作者 もAmiseAmilunを友 情
物語 のロマ ンスに仕立 て乍 ら・RolandとOlivier、の友 愛の姿を彷 彿 とさ
ぜ る武勲詩chansondegesteの伝統 的な零 囲気を存分 に摂入 れてそれに
女性 との恋愛 をか らませジ貴族 の宮廷 生活 を描 き出 してい る。
つ ま り此等 の作 品はANで は武勲詩 とromancourtoisの性質 を兼 ね
具 え,MEで はOEのheroicpoetryの伝統 と フランスか ら渡 って来 た.
ロマンスの要 素 を混用 していて一つ の文学 的嗜好変遷期の現象を あらわ し
てい る。 ではζのANとMEを 較べ乍 ら,一見 断絶 してい るか に 見 え る
OE英 雄詩 とMEロ マ ンスの世界 がどの様 に実 は連続 してい るか を採 り,
イギ リスの民衆 には元来異質 の フランス的要素 が漸次彼等 に受け入れ られ
て行 くその過 渡期の様相 の一端 を テキ ス トか ら調べ てみ よう。
」.Remnantsoftheoldalliterativepoetry
MEの 物 語 は 伝 統 的 な ア ン グ ロ ・サ ク ソ ン の 英 雄 の イ メー ジ を 以 てAmis
とAmilounを 紹 介 す る 。彼 等 は`douhtiestineueridede,ノWipscheld
&speretorideonstede,/jaigathemgretrenoun,'(MEI1.178-180)
何 を や ら ぜ て も 豪 胆 で 楯 と 槍 を 手 に 馬 を 御 して,彼 等 は 誉 の 名 を 挙 げ た 。
Wipscheld&spereと い うalliterativeformulaelま,過ぎ し 日 モ ル ド
シ ⑱ 戦 い に 楯 を 上 げ 槍 を し ご い て,敵 に 立 ち 向 か っ たOE詩 の 英 雄 の 武 者
振 り`bordhafenode,/wandwacneaesc(BattleofMaldon,ll.42-43)
を 想 い 出 さ せ る 。敵 役 の 家 令 頭 はAmilounの 言 う所 に よ れ ば`falssteward'
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(MEZ,311)であ る が,彼 は 奸 智 に た け た 佞 臣 と い う よ り`Adouhtikni3t
atcrie,'(MEGZO7)勇ま し い 騎 士 で`pestewardwasmichelofmi3t,'
(MEZ.868)腕っ ぴ し が 強 く相 手 に っ て は 不 足 の な い 敵 の 姿 を し て い る 。
michelof皿i3tと い う成 句 はBeowulfに 現 わ れ るHrothgarの 弁 者
Un#erthを連 想 さ せ る 。
Amilounは 先 祖 代 々 の 領 地 へ 戻 っ た 後,`aleuedybri3tinbour'(MEZ
334)を娶 る 。こ の 言 葉 か ら も我 々 はOEの 形 容 句`beorhtemaegp'(Judith,
Z.254)や`goldhroden'(Beowulf,1.614)を想 い 浮 か べ る の で は な か ろ う
か 。Amisを 恋 す る 主 君 の 息 女 に も`adouhterfair&bold'(ME乙422)
だ と か`…hende&fre'(ME1.423)と か,OEに 於 て 位 高 き 女 性 に 使 わ れ
た 形 容 詞 が 用 い ら れ て い る 。fairく鋭ger;boldくbald;hendeくgehende
;freくfreo.こ の 様 にMEの ー マー ン ス は,多 分 に, .OEのheroicpoetry
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に現わ れる伝統 的な主人公の イ メージを継承 したhero,heroineを中心
に展 開 してゆ くの であ るが,こ の伝統的 なイ メージに,外 来語 や,表 現手
段,表 現形式等の フランスの要素が どの様 につけ加 わ って来 ているのかそ
れ を次に見て ゆこ うと思 う。
 II. French Elements 
A. 
 Pat riche douke,  at y of told, 
He hadde a douhter fair & bold, 
Curteise, hende & fre. 
When sche was fiften winter old, 
In al  at lond nas  per non yhold 
So semly on to se, 
For sche was gentil & auenaunt,
37
Hir name was cleped Belisaunt 
                             ME 11. 421-428.
先 に述 べ た公爵の姫Belisauntの描写 であ るρ 彼女 に対 する形容詞 は
fair,bold,semly,hende,freの他 にcurteise,genti1,auenauntと
01dFrenchからの言葉が混入 してい る。 形容 に外 来語 を併 用す る事 に
よ ってア ングロ ・サ クソンの伝統 的 な姫の姿 は異 国のロマ ンスの姫君 の雰
囲気 と重 な り,此 処には美 しい複雑 な混血 の イメージがみ られ る。Amis
とAmilounの肖 像は 前項 にのべ た様 にOE風 であ り,形 容 も・gode
kni3tやhendekni3tを使 ってい るがそれが全て ではな い。 外 来 語 の
curteysはほんの三回 テキス トに現われ るだけだが,gentilはpatgentil
kni3tの句 となって,pathendekni3tと同等 の頻度 で使 われてい るの
がみ られ る。
ロムバ ーテ ィの公爵の館に於 ける祝宴 を描い た場面 は外来語 を使 ってい
るために大 層華 やかにな って来 た。
With meet and drynke, meryst on mold 
To glad  pe bernes  blipe, 
 Per was  mirpe & melodye 
& al maner of menstracie 
                             ME  // .101-104.
この場には も うアング ロ ・サ クソンの武者共 が集 ま って戦 の手柄話に花
を咲 かせた`medohea1'(Beowulf,1.484)の俤 はない。Bemesの 語 に曽
てmead‐hallで盃 を手 に声 を張 り上 げて誓いの言葉 をのべ たwarriorsの
姿 を瞥見 するが,此 処か らはOEの 社 交場 の生真面 目な零 囲気 は 消 え て
しま っている。OFmelodie<melodye;ANmanere<maner;OF




Amisと無二の親友Amilounが別れ る所,別 離 の場面はMEに は 外
来語 の使用は ないが,OEに は見 られ ない フランス的表現 を使 った場 景描
写があ る。ANを 参照 する と次 の如 く,AmisとAmilunは 別離 を悲 し
む余 り気 を失 って倒れ て しま うのである。
AtantseBuntentrebeisez,
Pleurentecrientdepite,
Paume se sont chauz a trre. 
                             AN  // .101-102,  105.




Sir Amis was so ful of care, 
For sorwe & wo & sikeing sare, 
Al—mest swoned  at fre. 
                             ME  11. 256-258.
ロマンスの中の騎士や 姫君 は常套 手段 の ように気絶 をす るOchanson
degesteの武将達 も 激 しい感情の昂揚 に 最早耐 えられ なくなった時 は,
ば った りと気絶 した。Rolandも 親 友の01ivierの死 に直面 して何 度 も
気 を失 った。Charles(Charmagne)も甥 のRolandの屍 の上 に失神す る。
厂悲 しみの極 み に意識 を失 って倒れ る」 とい う表現 は フランス好み の独特
の言い まわ しであった様だが,こ れ はロマ ンスの移入 ≒共 にイギ リスにも
好んで摂入れ られた表現 とな った。MEは この場 面,頭 韻 を使いOEの 名
残 りの強い言葉 を選び なが ら上述 の フランス風 な表現 を用い てセンテ ィメ
ン トに於て はロマンスの雰囲気 を上手 くと り入れてい ると言 えるであろ う。
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　 C.
武勲詩 や ロマンスの中で例へば 「入 が集 まった」 と言 う時具体的 にあの
人 も来た,こ の入 も来た,と言葉 を羅 列 して楽 しむ フ ランス風 な表現形式 が
あるがと の形 はMEのAmis　and　Amilounにもまた,摂入 れられ ているの
が見 える 。その一 つはAmisの 結婚の祝 宴に集 まった人 々の描写 であるる
Tuz i vindrent, petiz e grant, 
Les barons e les chevalers, 
Burgeis, serjanz  e esquiers. 
                             AN  //. 698-700. 
     Miche was pat semly folk in sale, 
 Pat was samned at  at bridale 
When he hadde spoused  pat flour, 
Of  erls, barouns, mani & fale, 
 &  over lordinges gret & smale, 
& leuedis bri3t in bour. 
                             ME  //. 1513-1518.
ANの 如 くErls,barouns,&oilerlordinges,&1euedisと並 べ た
て る 文 体 を 使 い そ の 上 にMEは フ ラ ン ス の ロ マ ン ス に 使 わ れ るcliche
と も 言 う べ き 成 句 の 形 を 沢 山 摂 入 れ て い る 。MEO)grete'&smaleは丁
度ANのpetizegrantを 翻 訳 し た 形 で あ る。OEpoetryのhalfline
にfeorranondnean(Beowulf,t.839)や,geongumandlaldum
(Beowulf,1.72)など の 説 明 的 なformulaは 使 わ れ で い た か ら,こ の
口 調 に 類 似 す るromanceclicheは 抵 抗 な く摂 入 れ ら れ た だ け で な く,
か え っ て 不 断 にMEvマ ン ス に 使 わ れ る よ うに な っ た の で あ ろ う 。`Grete
&smale'と か`poreneryche'(ME1.92)と か 対 照 的 な 言 葉 を 組 み 合
せ る 時 も あ る し,`bri3tinbour'の様 に 頭 韻 を 踏 ん で い る 時 も あ る 。






以上これまで見て来た所によると,MEの 物語は全体 としてはイギ リス
個有の伝統的な主人公のイメージからさして離れぬ形容 を用いながら(第
1節),所々 に形容の際の外来語,状 況描出の際の外来語(第 豆節A)を と
り入れ,フ ランス風な感情を表現する場面や(B),フ ランス的な文体,




先 に こ の 二 つ の 物 語 は 構 成 が 全 く似 て い る と述 べ て 来 た 。 で は 具 体 的 に
ど の 程 度 の 類 似 で あ る の か 此 処 にANとMEを 並 べ 比 べ て み る 。
下 に 揚 げ る の はAmilounに な り 済 ま し たAmisが 知 ら ぬ 顔 で 故 国 へ












此 の 個 所 で は 物 語 の 叙 述 は 全 じ様 に 進 ん で い る 。MEはANを 其 儘 翻
●
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訳 してい る様 だが,MEに 見 られるAmilounの奥方 は反応 がきつい。AN
の奥方 は その こと(白 刃 の剣 を二人 の間 に置 いたこと)に 驚い ただけだが
MEの 夫 人 は怒 ってAmisを 睨ん でい る。-
Amisに とり代 わったAmilounが決 闘裁判 の場で家令頭 と一騎討 をす
る所 はAN,ME共 に物語の一つの クラ イマ ックスで あって,MEは65行
ANは83行 を割い て克明 な描 出を行 って いる。
Le senescal ke nel peut amer 
Un grant coup  li va doner 
Amunt el healme peint a flurs, 
Ke tost abati les colurs. 
Sur le senestre le coup descent, 
Mailles trencha plus de cent. 
Bien pres  li passa del coste, 
Mes el char nue ne l'ad touche. 
Amilun, ke fud de vigour, 
Maint coup li dona le jour. 
La bataille ad bien dure, 
Deske noune fust passe. 
Le senscal le fist mult bien, 
E Amilun nel dout de rien. 
                             AN //. 631-644. 
So hard  pai hewe on helmes bri3t 
 Wip strong strokes of michel mi3t, 
 Pat fer bi-forn out stode ; 
So hard  pai hewe on helme & side, 
 Purch dent of grimly woundes wide, 
 Pat pai sprad  at of blod.
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 Fram morwe to none,  wip-outen faile, 
 Bitvixen hem last  pe bataile, 
 So egre pai were of mode. 
                              ME  //. 1312-1320.
樹 雄 互いにゆず らず死 闘 を続け る二人の冑か ら鮮血が飛 び散 り熱戦 は九
つ過ぎ迄 休み な く続 く。Soegrepaiwereofmode...MEには 当然
の事乍 らアン グロ ・サ クソンのheroicpoetryの雰囲気 が1%°u1し,一方
ANに は武勲詩 の剛 勇の武将 の活躍 を しのばせる情景 が描 かれ てい るLe
senescallefistmultBien,/EAmilunneldoutderien.が然 し 此
　　ヨ
等 には緊 密な類似 がみ られ る。描写 だけではない。W.P.Kerの い う所
の英雄詩,武 勲詩 がか もし出す精神 の類 似があ る。}
Amilounが穢 ない乞食の姿に変 り果 て1Amis'の領地 へ と 流浪 す る。
Amisが激怒 して手にか けよ うとしたその乞食 こそ且て危急 を救 って くれ
た無二の親友Amilounである と 判明 した時のAmisの驚愕,嘆 きの場面
を対照す る と再 びANとMEのs{tuationには同様な展開が認 め られる。
E / quant le conte ceo oi, 
Tot a terre estendu chei, 
Bat le coupe, ses chevus tire, 
Sa vie het, sa mort desire, 
Trestuz  pleurent de pitee, 
E Amis atant s'est drescie, 
E Amilon ad acole ; 
Plus de cent fez  li ad baise, 
Tut si corn  it fud enboe. 
                            AN  //. 1043-1046, 
                                      1051-1055.
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He fel aswon to  pe grounde 
& oft he seyd,  "Allas pat stounde!" 
For he saued mi  liif biforn, 
Ichaue him  3olden  wip wo &  sorn 
&  wrou3t him michel wo. 
"0  broiler." he seyd, "par charite, 
 Pis rewely dede for3if  you me, 
 Pat ichaue smiten  pe  so!" 
& he for3aue it him also swipe 
& kist him wel mani a  sipe. 
Wepeand  wip ei3en tvo. 
                            ME  //. 2134-2135, 
                                      2140-2138.
この場 合,場 面 は全 じ愁嘆場であ るが,MEはAmisの 痛哭 の独 白を
入 れ,Amilounへの語 りかけの言葉 を入 れてい る。ANの 叙述 をME.に
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ANとMEの 物 語の構成お よび叙述の類似につ いては前節 で の べ て 来
た。 この節セ はANとMEが 各 ・々 そ の特徴 を現 わ してい る所,即 ち 二っ
の稿本の間で 目立 って相異のあ る個所 を取 り上げてみ る事にす る。 それは
イギ リス大衆に受け るよ うにMEの 作者 が所詮 は異質 の ものであ っ'たAN
の ロマ ンスを 自分達 の好 みの方向へ変 化させた個所 であ ると言 う事 も出来
るであろ う。
MEでStewardがAmisに 友誼 を持 ちかけて くる所があ るAmisは
Amilunに対す る友情 を守 り,友 に真実で あ りた い と思 うし 誓 約 に そ
む けば全 く私の立場 はな くなる,他 の誰 とも彼 を変 えは しな い,と 答 え
る。
 ..."Mi  treupe y  pli3t 
To sir Amiloun,  pe gentil kni3t, 
Y no  scal neuer mi  treupe breke, 
 NoiPer for wele no wo. 
Y schal be to him trewe ; 
& 3if y were now forsworn, 
& breke mi  treupe y were  forlorn, 
Wel  sore it schuld me rewe. 
Gete me frendes whare y may, 
Y no schal neuer bi ni3t no day 
Chaunge him for no  newe." 




 Pe steward pan was egre of mode, 
 Al-melt for wretpe he wex ner wode 
& seyd,  wip-outen delay, 
& swore  bi him pat dyed on rode : 
 "Pou traitour, vnkinde blod, 
 Pou schalt abigge  is nay. 
Y warn  pe wele," he seyd pan, 
 "Pat y  scal be  pi strong foman 
Euer after  is day!" 
                             ME  ll.  385-393.
・ここで正 々堂 々』と宜戦布告 をするstewardは男ら しい と云 えるか も知
れ ないが,い つれは裏切の悪 だ くみ をす るこ とにな るMEの 家令頭 の 恒三
格 は余 りに も単純 に描 かれてい る。ANに み られ る陰険 さはMEに うっ
し取 られ ていないの である。
この場 面 をANと 比 べ る とMEのAmisの 答 えも(MEII.378・383-
384)単刀直入 で曲がない。ANのAmisは 言 う_私 はAmilunを大
層愛 して いるから何 び とのためであれ彼 を見捨て はしない,し か し御信頼
頂 きたい,貴 殿 が私 を必要 とされ る時は喜ん でお役 に立 ち,お 互 いの面 目
を全 うしまし ょう。
ti 
  • • • 
E jeo l'eim bien  e amerai, 
Pur nul autre ne le lerrai. 
Mes de tant me poez crere, 
Ke si vus aiez de moi afaire, 
Jeo le vus frai a grant docur, 
Sauve cheseuni honur!" 
                               AN  ii. 133-134, 137-140.
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ANのAmisの 言葉 は柔 かい。それ に対 してsenesca1は自制す るが,口
惜 しさの苦悶 で顔面蒼 白に なる。 そ して機 会があ り次 第仕 返 しをして やろ
うと心に決 め る。デリケー トな心の綾 をANは ここに描 き出 してい るの が
み られ る。
Le senescal atant se tint 
E d'anguisse palle devint, 
Purpense k'il se vengereit 
Si tost  com sun liu verreit. 







に言い寄る場面髄 る・欄 が伴鱒 れて狩に麟 け 瑠 守 にANρ
Florieは,やかたに残っているAmisの 部屋の押しかけてゆき,思 い
のたけを打ち明ける。 ・
  une soule chambrere 
Ala par conge de sa miere 
Parlar a Amis, k'ele ama ; 
Tant parla, tant i demora, 
Ke tot sun corage descovri 
E diht ke pur l'amur de li 
Morreit, s'il n'euht de  Ii pite 
E k'ele fuht de li  amee  ;
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Kar si de  li l'amur n'aveit, 
James, ce dyst, home n'amereit. 
                             AN  //. 253-262.
MEは 此 処で少 し場景が違 う。 恋 の病 に臥つ てい た一Belisaunt.は母 親
にす 丶め られて侍 女達 と夏の庭へ気ば らしに出 る。そこで気分 が優れ ぬた
め狩 に出か けずにい たAmisと果樹 園でば った り逢 うの である。Belisaunt
が愛 を告 白す る背景 となる夏の庭 は美 し く叙情 を以て描かれてい る。 自然
の厳 しさや美 さを背景 に人の感情 を唄い上げ る リリシズ ムは,ア ングー-・
サ クソンのいに しえ よりイギ リス人の心で はなかったか。 ・ 二1、,
    Vp hir ros pat swete wi3t, 
In-to  pe gardine sche went ful ri3t 
 wip maidens hende & fre. 
 Pe somers day was fair & bri3t, 
 Pe sonne him schon purch lem of  li3t, 
 Pat semly was on to se. 
Sche herd  pe foules gret & smale, 
 Pe swete note of  pe ni3tingale 
Ful mirily sing on  tre  ; 
Ac hir hert was so hard ibrou3t. 
On loue-longing was al hir  pou3t, 
No mi3t hir gamen no gle. 
                               ME U. 529-540.
ANにはMEの 夏の庭の如 く愛を告白するにふさわしい背景は現われて
来ない。 恋のために 食物 ものどへ通らぬFlorie.は機会を みていきな り
Amisの部屋へ出む く筋書きになっている。・ANでは話をすすめる・に周囲
の状況を先つつ くり出す事 よりも,む しろ人の心の動 きを主体に して物語
を展開してゆくさまがはっきりとこ ・に見受けられる。
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"Sir kni3t, on  pe mine hert is brou3t, 
 Pe to loue is al mi  pOu3t 
 Bope bi  nit & day.; 
 Pat bot  pou  wolt mi leman be, 
Ywis,  min hert brekep a  pre, 
No lenger libben y no may.
 "Pou art," sche seyd, "a gentil  kni3t, 
& icham a bird in bour  bri3t, 
Of wel  hei3e kin ycorn, 
& bope bi day & bi  nit 
Mine hert so hard is on  pe  li3t, 
Mi ioie is  al  forlorn  ; 
 Pli3t me  pi  trewpe  pou schalt be trewe 
& chaunge me for no newe 
 Pat in  is world is born, 
& y  pli3t  pe mi  treupe al-so, 
Til god & dep dele ous ato, 
Y schal neuer be forsworn." 
                             ME  /1. 571-588.
Amisから愛 して貰 えなければ死 んで しま うと姫 はANもMEも 最初は
しお ら しい。MEで はBelisauntが言 う...貴方 は誠実 であって私 を他 の
人 と取 り替 えない と貴方 の真実 を誓.って下 さい。私 もその様 に致 しま しょ
う。死 ぬ迄誓 いに背 きは しません...この`plightingoftroth'が彼 女の
愛の告白に続 くkey-noteである。その点に我 々はANとMEと の遠 いを
認 める。ANのFlorieは...貴 方に愛 して貰わなければ私は も う誰 も愛
さない...と言 うの だが,誓 約云 々の言葉 は共処に出て来 ない。 この しお
ら しい姫君 はしか し,Amisが 返事 をためらふ と豹変す る。.
                   "Coment? 
Este vus de ceo en marrement 
Ke jeo vus ai done m'amur? 
Ja en  rna vie apres ceo jor 
Ne serrai en mon quer haite, 
Si jeo ne seie de vus  venge! 
Certes, or sui jeo bien honie, 
Kant nem  deigne3 aver amie: 
Tant gentils hommes m'unt preie, 
E jeo les ai tuz refuse. 
Certes, n'estes pas chevaler, 
Recreant estes e  lanier. 
Un plai  bien dur vus bastirai 
E a mon  piere  le conterai, 
Ke vers  li estes de moi forfet, 
E serrez a chivals detrait, 
 Dunc serrai de vus bien vengie!" 
A tant sest Florie tornee. 
Amis estroit se purpensa, 
L'un mal e  l'autre mult dota, 
Corteisement  li respondi : 
"Damoisele, pur deu merci, 
Vostre ami sui e serrai 
E vostre sergant tant com vivrai, 
Mes vers vus ne mesprendrai mie, 
Par quei vus eussez vilainie 
Ne de vostre cors hontage :
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De ceo prang  deli  en. tesmonage ; 
Si ceo peut estre aparceu 
Ke de moi feissez vostre dreu, 
Ne serriez a  la fin honie?" 
"Oshtez, oshtez!" ceo dist Florie, 
"Nus  le fru m si priveement, 
Tuz nos biens  e nostre talent, 
Nel savrad home de miere ne!"  Citalics not in  the  original. 
                             AN 11. 269-303.
_私 が愛 を捧 げていますのに 貴方は.それに うんざ りしていらっ しゃる
のですか。 私の心は貴方に報復 をせず にはお さま りませ ん。一本 当に思 い人
に承諾 して貰えないなんて とて も恥 さら しで すわ。身分の高い方 々が幾人
も私 を所望 で したのに私 は皆 さんにお断 りをしました。 し りごみ なさるな
ん て騎士様 ら しくもない。貴'方に対 す るひ どい侮辱 を考 え出 してお父 上に
言い付 けま しょう。お父上 に とっては貴方 は私 に罪 を爼 した人 なのですか
ら,貴 方 は馬 で裂殺 され るで しょうよ6そ うすれば貴方 に見事 に復讐 が出





 Wheper artow prest  oper  persoun, 
 Oper  pou art monk  oper canoun, 
 Pat prechest me  pus here? 
 Pou no schust haue ben no  kni3t, 
To gon among maidens  bri3t, 
 Pou schust haue ben a  frere!
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 "Ac
," sche seyd, "bi him pat ous  wrou3t, 
Al  pi  precheing  help'ep  nou3t, 
No  stond  you  neuer so long. 
Bot  3if  you  wilt  graunt me mi  pou3t, - 
Mi loue schal be ful  dere  about 
 Wip pines hard & strong ; 
Mi kerchef &  mi  elopes anon 
Y schal torende doun ichon 
& say  wip michel wrong. 
 Wip  strengpe  you hast me todrawe ; 
Y take  you schalt be puroh londes lawe 
& dempt  heie to  hong  l" Citalics not  in- the orignal. 
                       ME 11. 616-621, 625-636.
お説教 などして貴方 は坊様 か,貴 方 は美 しいお とめに囲まれる騎 士では
な くて修 道僧だ ったらよか ったのにσ私 の愛 を受 け入 れて下さらぬのなら
その報い をひ どい苦痛 で高価に あがな って もらいま しょう。私 は自分 の被
り物 と着 物を直ち に破 って貴方 が力つ くで私 をなぶ りものに した と言 って
や りまし ょ:う。 そ りすれば国の掟に よって 〔貴方 は〕高い所へ吊 され るヒ
とに決 ま1るだ ろ'うか ら,'と悪態 を言 う。'豹変 したFlorie三もBelisauntも
とれは どち ら・も恐 ろ しいけれど,Belisauntは着物 を破 づで 偽の証拠 をつ
くり,,Amisを陥れ よ うと意気込 むな ど全 く積極 的で粗野 な所が 目立 う。.
ANのAmisは 激 しい怒 りの言葉 を浴びせ るFlorieに対 して㌧騎士 道
精神 を以 て慇懃に答 えてい る。.、 り ・,,・ 、1、
...姫様,有 難 く私 は貴 女様 の友 とな り終 生貴女様 の 召使い と な りま し
ょう。しか し間違 いをな さって御 自身に きずをつけてはな りませぬ。(ANTI.
290-292)高貴の婦人 の召使 い とな り婦人 の名誉 を守 るとい うこの騎士 道
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精 神 は,SirGawainandtheGreenKnightのGawainと 緑 の 騎 士 の 奥
ゴ ユ　
方 との対 話に は充分摂入 れられている精神 であ るが,そ れは まだこのME
versionにはみられない。 その様な表現(ANII.291-292)はまだ大衆 に理
解 されぬか,或 いは 好 まれぬespritcourtoisであったの だろ う。ME
のAmisは,身分の遣 う者 を愛 する罪 は神 を怒 らせ,主君 には邪 まな裏 切者
となるのだか ら その様 な事 はな りません と真面 目にBelisauntを説得 し
ょうとする:
``&彡ifweschuldpatgamebiginne,
 We schuld lese, & for pat sinne 
 Wretpi god per-to. 
 & y dede mi lord  is deshonour, 
 Pan were ich an iuel traitour ; 
Ywis, it may nou3t be so. 
Leue madame, do bi mi red 
& penk what wil corn of  is dede : 
Certes, no  Ping bot wo." 
                               ME  U. 601, 605-612.
Belisauntはこれに対 して貴方 の御説教 は役 に立 ちません と怒 りをぶち
まける。(MEI_625)ANのFlorieを熟知の上でMEの 作者 はBelisaunt
を描 いたので あろ うが,夏 の庭 とい う愛 の語 らいにふ さわ しい優雅 な背景
を折角新 しくつ け加 えたのにか1わ らずBelisauntは...私の被 り物や
着物 を破 って...な どと荒 々しい こ とを具体 的に言 い出 して淑女 の イメー
ジに はそぐわ ないちぐは ぐさを我 々に感 じさせ る。MEの 作者,或 いは大
衆 はANの 女性 よ り荒 々 しい女性像 を好 んだのか とも思 われる。
ANのAmisが...私 を貴女様 の恋人に な さる とい う事 は つ ま りは恥
では御座い ませ ぬか...(see"Nll.298-299)と言 うのに答 えてFlorieは
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。..私達 は誰 に も知 られぬ様 にひそかに愛 しま し ょう。(see"NZI.301-303)
と提 案す る。そ してこれ をAmisは 承諾す る。 この考 え方 は高貴な婦人
と騎士 と の密や かな恋 とい うamourcourtoisのパ タ ン で あ る がME
で はそ うはな らない,此 処 に も叉ANとMEの 相異がみ られ る。
MEのAmisは 地位 も財産 もBelisauntに相応 しく な い か ら と 求
愛 に し りごみす る。 けれ共 それでは 私 が それ を都合 しま しょう と い う











彼 は対等 の立場 を約束 され て初め て納得 し,彼 女 の愛を受 け 入 れ る。
OEの 世界 では高貴 な男女の間柄 はまつ身分 の釣合 が肝 心であ った。 ロマ
ン ・クル トワの出現で貴婦人は恋す る騎士に君臨 す る様にな り,騎 士 は意
中の婦人 の しもべ とさえなるのであるが,MEversionにはいまだ精神 的
にOEの 世界 が存続 している。
この求愛 の場面,洗 練 された ロマンスの女 性 と騎士 の イメージはMEに
登場 しないのであ る。 ロマンスであ り乍 らその精 神的風土にOEの 世界の
色彩 が濃いのは このME作 者 の独 自な特徴 であ ったのか,或 いはそれは一
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般大衆の好みであ った のか。直情径行的 な北方 タイプのheroinesや直面
目一途で 実直 なheroesが尚一般 に人 気が あ って,ロ マン ・クル トワの
sophisticatedな貴婦人や騎士 の姿 に14世紀 当初 の イギ リス大衆は 親 しみ
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を感 じなか ったのではないか と思われ る。.、 .
Amilounが両親の領 地 を相続す るために主君に い とまを貰 い親友Axnis
と別 れ る場 面,MEに 見 られ るAmilounの言葉 の中 で一番重要 なkeynote
になるのは`trewpe-pli3t'であ る。 彼等は誓い合 った仲だか ら,お耳 いが
真実 であれか しと念 を押 し,主 君 との誓い に背 くな とAmilounは・Amis
に忠告 す る。
Sir Amiloun,  at hendi kni3t, 
Was  ri3t-wise man of rede 
& seyd to sir Amis ful  ri;t, 
 "Broper, as we er  trewpe-p/i3t 
Bope  wip word & dede, 
Fro  is day forward neuer mo 
To faily  over for wele no wo, 
To help him at his nede, 
 Broiler, be now trewe to me, 
& y schal ben as trewe to  pe,  Citalics not in the  original 
Also  god me  spede!
      Ac  broiler, ich warn  pe  biforn, 
 For his loue,  at bar  pe croun of  porn 
 To saue al man-kende, 
 Be  nou3t  o3ain  pi lord forsworn, 
 &  3if  you dost,  you art forlorn , 
 Euer more  wip-outen ende. 
 Bot euer do  trewpe & no tresoun 
 & penk on me, sir Amiloun, 
 Now we asondri schal wende.
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&  broiler,  ete y  Pe forbede 
Pe fals steward felawerede, 
Certes, he  wil .pe  schende!" 
                               ME  //.  290-312.
このAmisとAmilounの`truth-plightは再 びAmisが 家令頭 の・友
情 の申の 出 を断 る理 由 となった。 ・
             "Mi  treupe y  pli3t 
To sir Amiloun,  pe gentil  kni3t, 
Pei he be went me fro. 
Whiles pat y may gon & speke, 
Y no schal neuer mi  treupe breke, 
Noiper for wele no wo.  Citalics not in the  original) 
                               ME  11. 367-372.
Where so he in  warld wende, 
Y schal be to him trewe ; 
&  3if y were now forsworn 
& breke  mi treupe, y were  forlorn, 
Wel sore it  schuld me rewe. 
 ME  11. 377-381.
ANのAmilunはAmisに 家令 頭の不誠 実を警戒 す るよ うに言い,主
君 を愛ぜ よと言 う。 何故 なら主君 は我 々を慈 しんで 下 さるのおか ら...
Kar mult ad ame vus e  mei! 
       "Amis
," dist  il, "beau compaignun, 
 Pur vostre honur merci vus  cri, 
 D'une chose seiez guarni : 
  Le counte ad ceins un senescal.
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Ke mult est fel  e desleal, 
E si est de grant parente ; 
Pur ceo est  it le plus doute. 
.... 
Garde vuz de sa felonie 
Ne aiez a  li compaignie, 
Kar ki s'acompaingne a felon, 
Ne porra trover si mal nun ; 
Kar pis ne poeit avanir, 
Kant compaign vult autre trahir.
.... 
Amez bien vostre seingnur, 
Ne suffrez k'il eit  deshonur  1
 Mult  li devom amur e fei, 
Kar  mvlt ad ame vus  e mei!" Litarics not in the original] 
                        AN  Ii. 74-80, 87-92. 
                                97-100.
こ の 「愛 」 こ そAmisとAmilunの 間 に 存 在 す る も の で あ あ っ て...
`Tants'entreamerentdurement'
,(ANZ.13)Amisが家 令 頭 の 友 誼 を し り
ぞ け る 原 因 で も あ り理 由 で も あ る。
"Sire senescal, vostre amiste 
En mei n'ert pas si employe, 
Ke jeo ne peusse un autre amer, 
Kant talent me donne  e voler. 
Si Amilun s'en seit ale, 
Son quer m'est tot abandone, 
E jeo  l'eim bien  e amerai,
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 Pur  nul autre ne le  lerrai.  (italics not in the  orginall 
   AN 11. 127-134
ANに於いてはAmisとAmilunの友情の存在する理由は二人の間に
愛がある事によっている。 ところがMEで は,勿論二人は愛情があるから
友情の誓いを立てるのだが,ひ とたび誓いを立てた後 は誓いを守 ることに




こ らして見 て来 ると,以 上ANとMEの 「ア ミとア ミロン物語 」 では,
MEはANの 構成 をそ っくりうつ し摂 りながら(第 皿節 参照)heroicage
には広 くOFとOEの 世界 に共通 してい た伝統 的なheroの イメージを
MEの ロマ ンスの園に描 き出 して(第1節 参照)OEとMEの 世界 をつ
なぎ合せ 物語 を展 開 して行 った と言 う事 が出来 る。 しか しMEの'ロ マ
ンスの雰 囲気 は アングロ ・サ クソン文学 に比べ る と何 として も 明 か る く
軽妙 であ る。 それ はOEの 屈折語尾 の脱落 に よって言 語がsyntheticlan‐
guageからanalyticIanguageの方 向へ むか った こ とも 大きな 原因 で
あったろ うが,MEロ マ ンスの明か るさ,軽 妙 さは第 皿節に指 適 した よう
に,外来語の影響 に負 う所 が大 きい。騎士 や貴婦人 の容 子には外来語 の形容
をOE風 の形容 に混ぜ合わせ る事に よってexoticで優 雅な イメージ が
新 しくつ け加 え られた。MEの 女性像 はANと 比 べ る と洗 練 さ れ て
い ないけれ ど フランス風宮廷の貴族生活 の有様 は原 典ANの 物 語 の 構
成 を其儘 うつ しと っているMEに 華やか な雰囲気 で描 き出 さ れ て 来 る。
事実,当 時の イギ リス支配階級では,ア ンジ ェヴァンの明 る く て 賑 や か
な貴族生活が行 なわれ ていた事 であ ろ う。その様 な宮廷 の賑やか な場面 を
強調 する時に は,MEversionに外来語 の豊富 な使用 がみ られるのである。
騎士達 の デ リケ ー トな 感情描 出には,ANversionにそのモデルがある所
の フランス風表現 が使 われてい るし,ANのoctosyllabiccouplet4こ類
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似 するiambicfour-stresscoupletを用いて随所にOFロ マ ンスの文 体
やromanceclicheを散 りばめて,MEのAmisandAmilounは明 か る
く軽快 な文体 とデ リケー トな雰囲気 を持 つた ロマ ンス とな って誕 生 したの
である。 しか しheroes,heroinsのOE風イメージは さてお くとして も,
このMEの 物語の底 を流れ てい る精神 は アングロ ・サ クソンのOE文 学 の
伝統的 な心 を うけついで,全 くイギ リス的 であったとは言 えないであ ろ う
か。ANで はAmisとAmilunの 問 に友情 が成立 するのは心の中に 「愛」
があ るか らであ る。MEで は,ひ とたび誓 を立 てた間柄 は誓 いに背 い ては
な らぬ とい う社会道徳の規範 を基盤 に して,そ の既成 の倫理 にひたす ら忠
実 た らん とす るAmisとAmilounを 描 き出 してい る。 この様 に規 範 を



















vers三〇nの 大 き な 差 異 が 認 め ら れ る 。ANは 愛 そ の も の が 中 心 の 関 心 事 で
あ っ た がMEで は 友 愛 の 誓 い に ど れ 程 忠 実 で あ る か ゴ が 物 語 の 中 心 点 と な
っ て い る 。 其 の 点 に 我 々 は,-ー マ ン ス と し て 多 分 に フ ラ ン ス の 影 響 を 摂 入
れ 乍 ら もMEversionに 受 け 継 が れ て 行 っ た,ア ン グ ー-・サ ク}イン の 根
強 い 伝 統 的 な 精 神 を み る の で あ る 。 、.










E.T.S.)の編 者MacEdwardLeachは 問 題 のANのAmiseAmilun
とMEversion共 通 の 原 典 はOFのchansondegesteO形 で あ っ た ろ
う と 推 定 す る が,op.CZt.p.XXXII.此処 で はLeggeの 説 に 従 う。
5.Legge,op.cit.,p.120..
6.Leach,op.cit.,p.xcviii.
12-1inestanza,tail‐rhymeのー-4ン ス に はSirEglamourof∠4rtois・
Athelston・TheEarlOfToulouse等炉 あ る 。
7.ANの 綴 りはAmiluno
8.MEで はdouke(duke)公爵,ANで はcounte(count)伯爵 とな
っている。
9.ANは この個所 が異 なる。 決 闘に勝ったAmilunが主君 の姫 ζ婚
so
姻 の 式 を 挙 げ よ う と す る 時 に 天 の 声 が 聞 こ え て 来 る 。
10.MEで は 公 爵 の 息 女 はBelisaunt,ANでは 伯 爵 の 息 女 はMirabele
で 通 称Flor五eと 呼 ば れ て い る。
11.MEのOwainesは12才 に な る とAmorauntと 名 を変 え る 。AN
はOweinが 本 名 で あ る が,通 称 はAmirauntで あ る と し る し て い る 。
彼 はANで は 或 る 伯 爵 の 子 息 でAmilunが 養 育 し た 少 年.であ る。
12.W.P.Ker,EpicandRomance,DoverPublicationsInc.,1957,
p.328.







16.RomanCourtoisの 典 型 的 なSirGawainandtheGreenKnight
に も`godeGawan'(Z.107,1.2491)とか`Gawanpehende'(1.405)と
かOE風 の 形 容 が み ら れ る 。
17.Ker,op.cit.,pp.51ff.
18.WaceのAnglo-NormanLeRomandeBrutをMiddleEnglih
に 訳 し たLayamonのBrutも 会 話 体 が 多 く,物 語 は そ の た め も あ っ て




KingHornca.1250のRymenhildも 北 方 タ イ プ のwooingIadyで
あ る 。
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21. see "The Battle of Maldon" in Elliott Van Kirk Dobbie,  ed.  , 
  The Anglo-Saxon Minor Poems, Columbia Univ. Press, pp. 7 —16
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